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EPA介護福祉士候補者の受入れ

【事例報告】
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山形市(中核都市)：人口約25万人 高齢化率28%

平成２年７月１日 事業開始
●特別養護老人ホーム（定員８０名 従来型個室８床/多床室７２床）

（平均年齢：８５.5歳(60～99歳) 、平均要介護度４.０9）

●指定通所介護事業所〈介護予防通所介護〉（定員３０名／日）

●指定短期入所生活介護事業所〈介護予防短期入所生活介護〉（定員２０名／日）

●居宅介護支援事業所事業
●地域包括支援支援センター(山形市委託)
●認知症初期集中支援チーム事業・認知症地域支援推進員事業(山形市委託)
●通所型サービスＣ(山形市委託)

施設概要
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【国際貢献・交流、人材育成】
外国人介護士の受入れは、国際貢献・国際交流は

もちろんであるが、介護福祉士国家資格取得を一つ
の目標に、外国人介護士の育成過程において「介護
の質の向上」にも資する事業であること。また、当
時は人材に余裕があったが、将来的には外国人材の
力が必要になると考え２００９年に山形県内で初め
て２人のEPA介護福祉士候補者(インドネシア人)の
受入れを行った。

介護分野における特定技能制度説明会 3

受入れの動機・理由



生活の準備
アパート(山形済生病院看護師宿舎)の契約
家財道具(石油ファンヒーター、エアコン、冷蔵庫、ガスレンジ、掃除機、
テレビ、絨毯、毛布、テーブル等)※施設負担で購入

支援体制の準備
山形インドネシア協会(門脇エニータ氏)
山形日本語ボランティア協会(上村淳子氏)

周知・理解
「インドネシアの文化を知る研修会」(門脇エニータ氏)
職員会議等
町内会・警察(交番)等への挨拶等

生活環境
徒歩や自転車で行ける距離にスーパーマーケットや病院があり、JRの駅や
バス停も近く仙台や東京に行くにも便利
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受入れの準備



ながまち荘における
外国人介護職の紹介

●EPA(経済連携協定)による
インドネシア人介護福祉士候補者受け入れ

★ながまち荘としては今後想定される介護需要の増大と外国人介護職研
究の必要性から受け入れを開始した経緯がありました。

2009年度に山形県内で初めて日本・インドネシア経済連携協定（以下EPA)に基づき、
介護福祉士取得を目的としたインドネシア人女性２人を受け入れている。
※４年間滞在し、１人が介護福祉士の国家試験合格。(家庭の事情により帰国)

2015年度：インドネシア人男性２名
※１人が介護福祉士の国家試験合格、１人は特例EPA介護福祉士候補者として滞在延長

2017年度：インドネシア人男性２名、女性２名受入れ

2019年度：インドネシア人男性1名、女性1名受入れ

2020年度：インドネシア人男性１名受入れ予定

※現在6名在籍、うち1名が同法人の山形済生病院に在籍出向中
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2017年度候補者。来日する前の様子

2017年度
４人受け入れ
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学習支援
①研修担当者との交換日誌を用いた指導(１年目)

②日本語教師(山形日本語ボランティア協会)による日本語学習。
週２回×２時間

●基本的な日本語の文法等
●介護福祉士国家試験対策問題集(国際厚生事業団)を用いた指導

③介護福祉士専門学校教員(来所)による国家試験対策講座(３年目)
週１回×２時間

④介護系短期大学教員(来所)による国家試験直前対策講座
(国家試験２か月前)

最終年度後半は勤務時間の半分を学習時間(研修担当者が対応)に。
その他、模擬試験、ながまち荘独自の国家試験対策や勤務後の自主学

習場所の確保など介護福祉士取得へ学習環境を整える。

ながまち荘における
EPA介護福祉士候補者への支援体制
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生活支援
職場への適応促進、日本の生活習慣の習得のために・・・

①非常勤職員(山形インドネシア協会)によるメンタル面の サポート。
入職２年は週１回×２時間(その後は随時相談)

●母国語でリラックスして話せる安心感がある。

②部署責任者、研修担当者、産業カウンセラーによる個別面談を
行う。 ※産業カウンセラー個人面談は年１回
●職場の担当者のほか、外部専門家のカウンセリングにより職場・プライベー
トの課題を小さなうちに解消していく。 年１回×５０分

③外国人介護職交流会
●山形県内外で働く外国人介護職とその支援者が集まり、お茶を飲みながら自
由な意見交換を行う。 年4～５回
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第１回外国人介護職
交流会より

（平成２７年１２月２０日）
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定住在留外国人
研修会より

（平成２９年１１月５日）
＊高松宮記念基金事業)
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先進施設視察研修より
（平成３０年３月７日）

11
東北福祉大学の学習支援(宮城県委託)、宮城福祉会を見学

介護分野における特定技能制度説明会



∗ 国を離れて学びながら働く、彼ら(彼女ら)と共
に仕事・交流する中で・・・。

∗ (外国人に限らず)相手を理解しようという考え、思いや
りの心が養われる。

∗ 日本人の特性、日本人らしさ、日本の“良さ”とは何かを
再認識する機会になる。

∗ 謙虚で勤勉な彼ら(彼女ら)の教育・指導をする中で、自
らを省み、また知識・技術を確認する機会になる。また
職員全体の向学心に繋がる。

∗ 多様な人材に対応できることは、(外国人に限らず)誰も
が働きやすく過ごしやすい環境づくりに繋がる。
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国際理解・多文化共生
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介護甲子園最優秀賞！

第７回介護甲子園 Ｈ30.2.22(大阪)
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広報誌や新聞に
紹介されました

たすけあいH30.11(山形県社会福祉協議会)
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介護福祉士国家試験に合格！

朝日新聞

山形新聞

４年間の努力が
実りました！
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ながまち荘夏祭り



現在、ながまち荘にはEPA介護福祉士及び同候補者が６
名(在籍出向の１名を含む)在籍している。みんな明るく、
いつも素敵な笑顔で入居者、利用者そしてご家族からも
慕われている。また勤勉で礼儀正しいその姿は、他の職
員のお手本にもなっており、日本人介護士と同じ仕事を
行える彼らは施設に欠かせない存在となっている。
一方で、生活支援や日本語教育そして介護福祉士合格

に向けた学習支援においては、昨今の外国人材需要の増
加に伴い、支援体制の構築、教育の質の確保、職場や地
域への定着に向けた課題があるのも事実である。
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まとめ



ご清聴
ありがとうございました。
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